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地域協議会を活用した自治体負担ゼロのWi-Fiスポットの拡大（奈良県葛城市）

●基礎情報

１ . 葛城市Wi-Fi整備の背景と目的	
⑴　Wi-Fi整備の背景と目的

葛城市は、奈良県西部に位置しています。大阪市内や奈良市
内から電車で３０分、関西国際空港から６０分の距離にあり、典型
的な郊外型住宅地として人口が増加している地域でもあります。

一方で、相撲開祖「當麻蹴速」ゆかりの地にちなんで開設さ
れた葛城市相撲館「けはや座」、 ７ 世紀に創建され、現在の宗
派が真言宗と浄土宗の並立寺院である「當麻寺」（聖徳太子の
異母弟・麻呂古王が創立したとされます。）、我が国最古の官道
である竹内街道などの観光名所がある歴史的遺産を観光資源と
した地域的特性を持つまちでもあります。

２０１３年ごろから、国のインバウンド強化の波を受け、葛城市
でも地元のこうした観光施設に外国人が訪れるようになりました。そうした中、相撲館に来ていた
外国人から、「インターネット設備がないことで困っている」という声が多く寄せられるようになり、
また、観光に関する有識者の会議などでもWi-Fi整備の必要性の声があがり、整備に向けた気運が
高まりました。（様々な調査データからも全国各地で外国人からのWi-Fi整備に対する期待が高まっ
てもいました。）

既存の施設にはWi-Fiの環境はありませんでしたので、こうした期待に対応するため、財源や実
施体制等の課題について検討が続けられ、２０１５年に総務省の補助金を活用したWi-Fi整備の方針が
固まりました。

⑵　事業実施の経緯
Wi-Fi整備の財源として総務省の平成２６年度補正予算・平成２７年度当初予算「観光・防災Wi-Fi

ステーション整備事業」を活用することにより、２０１６年 ３ 月からサービスが開始されました。

葛城市では、「観光・防災Wi-Fiステーション整備事業」を活用し、防災と観光をテーマにした
Wi-Fi整備を実施してきました。

SSIDに「Sumo_Wi-Fi」というIDを大胆にネーミングし、相撲ゆかりの地をPRするなど、確実に
事業の浸透を図っています。また歴史的遺産である地元の観光地當

たい
麻
ま

寺
でら

への設置における景観に配慮
したAPの設置ノウハウは、他の地域の参考になるものと評価されています。

葛城市

▲葛城市の位置
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事業目的は、平時における観光関連施設での利
用、災害時における防災拠点での利用を想定した
Wi-Fi整備です。なお、教育現場におけるWi-Fi
整備も別事業で実施されています。

具体的な事業の実施にあたっては、公募型プロ
ポーザルが行われ、CATV事業者が受託するこ
とに決まりました。

事業整備及び運営はCATV事業者が担当し、
観光施設、駅施設など市内の１９拠点にWi-Fiが整
備されました。地元のCATV会社がWi-Fiの整備、
運営に関わるケースは多くありません。この事業者自体も、ここまで大規模な整備は初めてでした
が、それまで培ったCATVの技術ノウハウを活用して実施しました。

２ . 事業の内容	
⑴　サービス全体構成

本事業の目的は、「市民・観光
客が多く見込まれるエリアに対し、
無線LANの面的な整備を行うと
ともに、大規模災害時等、携帯電
話回線が不通又は輻輳した際に、
避難者等がインターネット回線を
通じて避難情報を受け取ることが
できる環境を整備」することです。

事業の全体的な概要は、「公衆
無線LANの設計〜構築〜運用を
地域系民間CATV事業者に委託

（同事業者は市内動画配信サイト
「かつらぎてれび」（後述）でも連
携）」（災害時利用：地域系民間
CATV事業者と連携を図り、避
難者等向け公衆無線LANの利用
環境整備を図る（「かつらぎてれび」における被災状況等の情報発信でも連携）という構図となっ
ています。

整備事業費は３４,５１７千円（２０１５年度市決算ベース）。使用料（回線・システム）は １ ,７２８千円／年（税
抜）（２０１７年度市予算ベース）です。

設置場所は、避難所の拠点をはじめ、市庁舎、グランド（災害時の応援部隊向けを想定）、緑地、
観光拠点の相撲館「けはや座」・當麻寺などが選定されました。

▲APの基本構成図
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Wi-Fiを利用する際には、メール認証もしくはSNS認証を行います。フィルタリング対策も実施
しています。

また、利便性の観点から暗号化は行なっていないので、利用登録時の画面で「暗号化されていな
い注意喚起」をしています。最近では、野良Wi-Fiの存在も一般には確認されているので、今後注
意をしていく必要があると考えています。

　　（参考：市内動画配信サイト「かつらぎてれび」）
「かつらぎてれび」は、２０１４年 １ 月より葛城市において活動を開始し、メディアを使って「ふ

れあいまちづくり」を実現しようという目的で開設されたもので、 総務省の平成２４年度補正予
算「ICT街づくり推進事業」において採択された事業です。

この事業では、「地域コミュニティの再生・再創造を目指し、自分たちの生活や環境は自ら
が守り、地域コミュニティを活性化させること目指す、自助・共助の街づくりを推進」するこ
とを目標としています。葛城市役所當麻庁舎に設置されたメディアセンターを情報ステーショ
ンとして、インターネット放送（YouTubeチャンネル）を通じて情報発信を行っています。

この「かつらぎてれび」の役割をまとめると以下のようになります。

①平常時：地域の人・ もの・まち等をとりあげ、市民が自由な発想と表現で情報を発信し、地
域コミュニティのさらなる活性化を目指す。

②緊急時・災害時：行政と市民が連携し、メディアを使って情報発信を行い、市民の生活によ
り近い市民目線の災害情報発信を目指す。

　

▲「かつらぎてれび」では、2018年 1 月17日に「ゆめいっぱいバラエティ防災特別号」を配信しま
した。（YouTubeチャンネルで視聴可能）



特集１．１
自治体Wi－Fiを活用した取組の紹介地域情報化

26　Future　Vol．21　2018．3

「かつらぎてれび」は、２０１８年 １ 月で ５ 年目を迎え、最近、防災啓発動画を配信しました。
主な内容は、２０１７年１０月の台風２１号による被災地の紹介、陸前高田市長メッセージです。

２０１７年１０月の台風２１号において、２２日の日降水量は２５６．５mmに達し、観測史上最多を記録し、
農地・農道、ため池、水路、道路等計８８箇所（２０１８年 ２ 月２３日現在）が被害を受けました。直
ちに応急措置等が行われましたが、２０１８年 ２ 月現在において被害の傷跡は残っております。

⑵　周知とPR 
周知は、ステッカー、市の広報誌、webサイトでの告知などで実施

しています。
ステッカーには、市のマスコットキャラクター「蓮花ちゃん」が載っ

ています（地元出身の漫画家木下聡志氏の作品）。
SSIDに「Sumo_Wi-Fi」としたことに高評価を得ております。SSID

の設定には、通常その地域の名称などを設定することが多いのですが、
相撲ゆかりの地であることを周知することを勘案して市職員の討議のも
とに決断されたものです。

運用開始時は、市の広報誌やプレス発表による告知が行われ、市役所への問い合わせが多く寄せ
られました。現在は、アクセス数がコンス
タントに月間４,０００件を超えるようになり、
一定のPR効果が確認できていますが、さ
らなる利用者増に向けた努力が必要だとい
う市の認識です。市としては他の自治体や
民間企業等の事例などを通じて、活用でき
るものがあれば参照し地域の特性に応じて
進めていきたいとのことです（例えば、「ス
タンプラリー」や「観光客を対象としたガ
イド」、地元店舗のクーポン配布など、市
と民間が一体となったサービスの展開等）。

なお、市内の全小中学校に学習支援シス
テムとしてWi-Fiが整備されています（２５０
台のPCを設置。）これは、市の単独予算で
実施しているものであり、本事業との連動
性は今のところありません。

⑶　提供しているサービス
現在提供している観光施設でのサービスでは、相撲館（相撲の開祖『當麻蹶速』を顕彰・相撲館「け

はや座」は、全国でも珍しい相撲の資料館です）におけるWi-FiのAP（ １ 台）が活用されています。

▲「広報かつらぎ」での案内（2016年 ４ 月）
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同館は入館者数が増えていることが特徴的ですが、市の担当者は、相撲館利用者からのWi-Fiに関
する問い合わせが定期的にあることから、来館者の増加と、Wi-Fi利用者数の増加には相関がある
のではないかと分析しています。

 
３ . 事業の効果	
⑴　定量的な効果	

現在の利用者数は２０１７年 ６ 月以降、月間 ４ ,０００件のアクセス数となっています。サービスの提供
開始から、利用者数は多少の波はあるものの増加傾向にあり、現時点での利用状況としては評価し
ています。ただし、今後のさらなる利用数の向上に期待しており、Wi-FiのPRや情報配信の強化
などに取り組んでいきます。

⑵　定性的な効果
相撲館「けはや座」の年間有料入館者数は４,５００人を超えています。外国人入館者数は入館者の

５ %程度です。全国的な観光需要の高まりに加え、昨今の相撲ブームの好影響もあって、来訪者が
増加しています。さらに、スマートフォンの普及率が高まっていることから、来訪者の増加に伴っ
てWi-Fi利用者数も向上していると考えています。

▲2014年〜2016年　横綱稀勢の里所属する田子の浦部屋合宿
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防災面ではこれまで緊急時の活用がないので効果を測定することはできていませんが、例えば、
福祉総合ステーション（ゆうあいステーション）では監視カメラを設置し２４時間監視しているので、
今後はこうした機器と連動し、効果把握に役立てていくことは可能です。

⑶　利用者の声
利用者の声の中で好意的に評価されている意見が、「インターネットが気軽に楽しめるので便利、

出先のWi-Fiスポットで市議会中継等の市政情報を見ることができるようになった」などです。一
方で、市の窓口を訪れる高齢者の方からは、「使い勝手がわかりにくい」という相談もあります。

施設利用者の声は、今後さらに収集していくことになりますが、現在までの「意見」の中では、
以下のような内容が多くなっています。

　　・登録が難しい
　　・３０分で切れるので不便
　　・若者の溜り場にならないか不安
　

今後、アンケートなどを実施することも視野に入れています。

４ . 事業の課題とその解決方法	
⑴　整備時の課題と解決方法

主に観光施設の整備時の課題
として、①寺院や公園の景観に
配慮したAP設置、②施設の同
意を得ることなどが挙げられて
おります。

特に、當麻寺での設置が、最
も協議に時間を要しました。

當麻寺から直接的に、APの
設置に関する要望があったわけ
ではありませんでしたが、約
１,４００年の歴史がある當麻寺は
市内で非常に重要な場所である
ため、観光面からWi-Fiの整備
は必要と考えていました。整備
主体として、「歴史的景観に配
慮する」ことを前提としての説
明が必要だという認識をもって、住職等関係者へ説明していきました。

當麻寺には、本堂、奥院のほか、寺院施設に隣接する當麻地区公民館に設置していますが、これ

▲當麻寺に設置されているAP。景観に配慮し、カバーが周囲の色と同化する
ように彩色に配慮されているのがわかります。
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らの設置場所などについても、市職員が、當麻寺の方々と相談し、寺の意向を尊重することに重点
を置きながら調整を繰り返してきました。具体的には、設置場所及び配色が景観に配慮したもので
あること、国宝や国指定重要文化財が多くあるため、景観に影響のないように設置することをご説
明しています。「同事業について、一緒に試行錯誤を重ねながら実施することができたことに関し、
日頃からの付き合いが大事だ」ということを再認識しました。

国宝や国指定重要文化財は文化財保護法第４３条 １ 項により現状変更には制限があり、機器の取り
付けなどを行う場合には、都道府県等教育委員会を経由して文化庁長官に申請し、許可を受ける必
要があります。また、寺の設備に直接機器を設置しなくても、視界に入る景観にも配慮しなくては
なりません。本事業においては、當麻寺はWi-Fiを整備すべき重要な観光資源ではありますが、地
域や住民が長年大切にしてきた寺の伝統に対しての配慮が必要でした。これは、直接所管官庁（文
化庁）の指示ではなく、あくまでも寺の意向に沿ったものです。

協議の最終局面では、「スマートフォンやタブレットを持った外国人観光客が増加している今、
そうした方々の利便性の向上を図ることは、観光面では非常に重要です。今回のWi-Fi整備によっ
て、地元への経済効果還元なども含めて是非ご協力いただきたい」ということを力説し、説得して
います。

⑵　運用時の課題と解決方法
運用時の課題としては、以下があげられます。

①外国人利用者が想定以上に増えない
②高齢者の利用が促進され、使い方などの指導に時間を要するようになった
③他事業との連携を模索する必要がある
④インバウンド政策強化（PR方法・旅行代理店との連携等）
⑤葛城市観光ボランティアガイドの会との連携実現
⑥市内イベント開催時との連携実現（ウォーキングルート上の情報紹介・抽選申込みなど）

市はこれらの課題を解決するために、今後は外国人を相手にした旅行会社などでの商談会などを
利用し、積極的なPRを実施していきます。

５ . 今後の展望	
⑴　今後の展望

Wi-Fi事業は、整備したから終わりではなく、どのように事業を継続させるか、特に利用者の拡
大が課題であるとの市の認識であり、今後は、地道な観光分析などを通じ、あるいは先進事例を参
照しつつ検討を続けていきます。例えば、既存の１９拠点にあるAPの内容充実、プッシュ機能を追
加することによる地元の観光情報との連動などが考えられます。
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【担当者からのメッセージ】

奈良県葛城市
産業観光部商工観光課主事　上川　祥也さん

観光施設へのWi-Fi整備は、どの地域でも多くの方から期待されて
いる事業ですが、整備をする上で重要なのは、昔から大切に残されて
いる景観や空間を損なわないように最大限に配慮しながら、いかに事
前に綿密な配慮した計画が立案できるかといったところにあると思い
ます。

そのためには、まず、自分自身がWi-Fi機器について一から学んだ
上で、Wi-Fi整備が観光施設の活性化に寄与することを、皆さんに知っていただく努力が重要です。

同時に、民間事業者ではなく、市としての考え方や立場を十分に説明し、より前向きに理解を頂
くことが求められます。

そうした点から日頃より広い視野を持ち、多くの方とコミュニケーションをとっていくことが改
めて必要であると今回の事業を通じて学ばせていただきました。


